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多
紀
元
簡
（
一
七
五
四
～
一
八
一
○
）
は
享
和
元
年
（
一
八
○
三
）
十
月
二
十
一
日
に
奥
医
師
を
免
ぜ
ら
れ
寄
合
医
師
に
降
格
さ
れ
た
。
従
来

一
、
は
じ
め
に

多
紀
元
簡
失
脚
の
背
景

１
１
医
学
館
官
立
化
当
初
の
一
事
情

〔
要
旨
〕
多
紀
元
簡
（
一
七
五
四
～
一
八
一
○
）
は
享
和
元
年
（
一
八
○
三
）
十
月
二
十
一
日
に
奥
医
師
を
免
ぜ
ら
れ
寄

合
医
師
に
降
格
さ
れ
た
。
従
来
こ
の
失
脚
の
理
由
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
い
ま
だ
十
分
な
検
証
が
な
さ
れ
て
い
な

い
。
本
稿
で
は
多
紀
元
簡
失
脚
の
原
因
が
、
橘
宗
仙
院
・
多
紀
元
恵
の
後
任
の
奥
医
師
に
元
簡
推
薦
の
曲
直
瀬
養
安
院
．

杉
本
仲
温
が
選
任
さ
れ
ず
、
多
紀
氏
と
は
互
い
に
宿
怨
あ
る
杉
浦
玄
徳
と
学
力
不
十
分
の
中
川
隆
玄
が
推
挙
さ
れ
た
こ

と
に
元
簡
が
抗
議
し
た
た
め
で
あ
る
こ
と
。
さ
ら
に
は
、
杉
浦
玄
徳
の
宿
怨
の
原
因
と
な
っ
た
医
学
館
官
立
化
当
初
の

世
話
役
た
ち
（
多
紀
元
悪
、
多
紀
元
簡
、
杉
浦
玄
徳
、
吉
田
快
庵
）
の
権
力
抗
争
と
、
そ
の
混
乱
に
乗
じ
て
実
行
さ
れ

た
幕
府
の
医
学
館
経
営
管
理
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
ー
多
紀
元
簡
、
多
紀
元
恵
、
杉
浦
玄
徳
、
吉
田
快
庵
、
医
学
館

町

泉
寿
郎
・
小
曽
戸
洋
・
花
輪
壽
彦

日
本
医
史
学
雑
誌
第
四
十
九
巻
第
二
号
平
成
十
四
年
九
月
一
一
十
日
受
付

平
成
十
五
年
六
月
二
十
日
発
行
平
成
十
四
年
十
一
月
十
六
日
受
理
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ま
ず
多
紀
元
簡
失
脚
に
関
す
る
従
来
の
諸
説
を
、
資
料
の
成
立
年
代
順
に
提
示
し
よ
う
。

（
１
）

①
小
宮
山
楓
軒
「
楓
軒
紀
談
』
巻
一
「
東
都
紀
談
」
ｌ
文
化
五
年
二
八
○
八
）
成

（
原
文
）
安
長
御
七
を
免
し
て
下
転
せ
ら
れ
し
は
、
一
橋
公
よ
り
推
挙
あ
り
し
医
官
を
、
其
任
に
堪
へ
さ
る
も
の
な
り
と
ま
う
せ
し
に
因
て

な
り
と
云
へ
り
。
正
直
に
し
て
阿
ら
ぬ
人
な
り
と
ぞ
。

（
口
語
訳
）
安
長
が
（
将
軍
家
斉
の
）
御
匙
を
罷
免
の
う
え
降
格
さ
れ
た
の
は
、
一
橋
公
か
ら
推
挙
の
あ
っ
た
医
官
を
、
そ
の
職
責
に
こ
た
え

ら
れ
な
い
人
物
で
あ
る
と
申
し
上
げ
た
の
が
原
因
で
あ
る
と
い
う
。
正
直
で
お
も
ね
ら
な
い
人
で
あ
る
そ
う
だ
。

（
２
）

②
亀
田
鵬
斎
「
桂
山
劉
先
生
墓
表
」
ｌ
文
化
七
年
頃
（
一
八
一
○
）
撰

（
原
文
）
享
和
元
年
、
詮
選
医
士
、
先
生
以
趨
向
不
副
、
遂
罷
侍
直
、
細
於
外
班
。

そ

（
訓
読
）
享
和
元
年
、
医
士
を
詮
選
す
。
先
生
、
趨
向
副
は
ざ
る
を
以
て
、
遂
に
侍
直
を
罷
め
、
外
班
に
細
け
ら
る
。

（
口
語
訳
）
享
和
元
年
に
医
士
を
任
官
し
た
。
先
生
は
こ
と
の
成
り
行
き
が
自
分
の
考
え
と
一
致
し
な
い
た
め
に
、
と
う
と
う
奥
医
師
を
や

め
さ
せ
ら
れ
、
表
番
医
師
に
降
格
さ
れ
た
。

（
３
）

③
古
賀
精
里
「
桂
山
多
紀
君
墓
誌
銘
」
ｌ
文
化
七
年
頃
二
八
一
○
）
撰

證
責
や
、
医
療
実
續
に
よ
↓

う
で
あ
る
。
よ
っ
て
元
簡
些

を
草
す
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

こ
の
失
脚
の
理
由
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
い
ま
だ
十
分
な
検
証
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
定
説
を
み
る
に
い
た
っ
て
い
な
い
。
一
見
瓊
末

な
人
事
問
題
と
も
見
ら
れ
る
が
、
こ
と
の
淵
源
に
は
、
医
学
館
官
立
化
（
寛
政
三
年
十
月
二
十
四
日
）
と
相
前
後
し
て
お
き
た
両
典
薬
頭
へ
の

詣
責
や
、
医
療
実
續
に
よ
る
医
官
の
爵
禄
の
見
直
し
と
い
っ
た
医
官
機
構
全
体
の
再
編
の
流
れ
の
中
で
の
医
官
た
ち
の
覇
権
争
い
が
あ
る
よ

う
で
あ
る
。
よ
っ
て
元
簡
失
脚
の
経
緯
の
検
証
を
通
し
て
、
官
立
化
当
初
の
医
学
館
を
と
り
ま
く
事
情
を
具
体
化
で
き
る
と
考
え
た
。
本
稿

二
、
従
来
の
諸
説
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（
口
語
訳
）
安
長
が
侍
医
で
あ
っ
た
頃
、
（
将
軍
の
）
お
側
御
用
取
次
の
方
々
が
、
空
席
に
な
っ
て
い
る
奥
医
師
の
後
任
に
こ
れ
と
い
う
適
任

者
は
無
い
も
の
か
と
問
う
た
所
、
安
長
答
え
て
、
あ
の
人
が
奥
医
師
に
任
命
さ
れ
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い
と
い
っ
た
。
そ
れ
か
ら
数
日
後
、
再

び
同
じ
お
側
御
用
取
次
が
言
わ
れ
る
に
は
、
あ
な
た
が
先
日
ふ
さ
わ
し
い
人
物
と
い
わ
れ
た
人
は
、
酒
癖
が
悪
く
て
、
そ
の
上
、
家
政
の
監

督
が
悪
か
っ
た
そ
う
だ
。
ど
う
し
て
良
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
だ
、
と
居
丈
高
に
言
う
と
、
安
長
は
面
貌
を
改
め
て
言
う
こ
と
に
は
、
先
日

尋
ね
ら
れ
た
の
は
医
術
の
事
と
思
っ
た
の
で
、
医
事
に
長
け
た
人
物
で
あ
る
か
ら
ふ
さ
わ
し
い
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。
酒
も
飲
ま
ず
家
内
も

よ
く
調
和
し
て
い
て
も
、
医
術
が
未
熟
で
あ
れ
ば
ど
の
よ
う
に
し
て
主
君
の
一
大
事
の
御
用
に
た
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
や
、
と
強
硬
に

追
従
も
交
え
ず
回
答
し
た
事
に
よ
り
、
謹
言
さ
れ
て
（
免
職
に
な
っ
た
の
で
あ
る
）
。

（
口
語
訳
）
享
和
元
年
に
医
師
の
登
用
に
つ
い
て
自
説
に
固
執
し
た
た
め
、
謹
慎
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
処
分
を
待
っ
た
。
ま
も
な
く
謹
慎
を

解
か
れ
て
、
上
意
に
よ
り
寄
合
医
師
に
降
格
と
な
っ
た
。

（
４
）

④
小
島
蕉
園
「
蕉
園
漫
筆
」
ｌ
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
成

（
原
文
）
安
長
侍
医
た
り
し
日
、
御
用
御
取
次
の
衆
、
奥
医
師
の
明
跡
に
誰
と
申
者
能
人
物
に
候
や
と
問
け
れ
は
、
安
長
答
に
彼
こ
そ
奥
医

と
被
命
可
然
と
云
。
そ
の
後
数
日
を
へ
て
又
同
し
取
次
衆
申
さ
る
る
は
、
其
許
は
先
日
可
然
人
物
と
云
れ
た
る
人
を
し
て
尚
又
捜
り
問
す
る

に
、
彼
は
酒
か
あ
し
且
家
事
の
取
締
り
あ
し
し
と
云
。
如
何
し
て
よ
し
と
は
の
玉
ふ
そ
、
と
い
た
け
高
に
云
へ
は
、
安
長
顔
を
正
ふ
し
て
言

や
ふ
、
先
日
問
れ
し
に
医
事
の
こ
と
と
思
ひ
し
に
よ
り
て
医
事
に
長
し
た
る
者
故
可
然
と
云
し
な
り
。
た
と
ひ
酒
も
不
飲
家
も
よ
く
調
ふ
と

も
、
医
術
未
熟
な
ら
は
い
か
ん
、
君
の
御
大
事
の
用
に
達
可
申
や
と
手
強
く
諸
ひ
も
な
く
答
へ
し
に
よ
り
て
、
蓋
せ
ら
れ
（
以
下
略
、
原
文

も
、
医
術
未
熟

は
カ
タ
カ
ナ
）
。

（
原
文
）

（
訓
読
）

医
と
為
る
。

享
和
元
年
、
以
諭
執
医
選
事
、
勒
屏
居
待
罪
。
既
而
被
釈
、
有
旨
斥
為
寄
合
医
。

し

ゆ
る

し
り
ぞ

享
和
元
年
、
医
の
選
事
を
論
執
す
る
を
以
て
、
屏
居
を
勒
ひ
ら
れ
て
罪
を
待
つ
。
既
に
し
て
釈
さ
れ
、
旨
有
り
斥
け
ら
れ
て
寄
合
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（
５
）

⑤
浅
田
宗
伯
「
皇
国
名
医
伝
」
ｌ
嘉
永
五
年
（
一
八
五
三
刊

（
原
文
）
享
和
初
、
詮
選
医
官
、
以
議
論
杵
旨
、
罷
侍
医
。

（
訓
読
）
享
和
の
初
め
、
医
官
を
詮
選
し
、
議
論
旨
に
杵
ふ
を
以
て
、
侍
医
を
罷
め
ら
る
。

（
口
語
訳
）
享
和
初
年
に
医
官
を
任
官
し
た
と
き
、
意
見
が
上
意
と
食
い
違
っ
た
た
め
に
、
奥
医
師
を
や
め
さ
せ
ら
れ
た
。

（
６
）

⑥
多
紀
元
昶
『
多
紀
家
系
譜
』
ｌ
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）

（
原
文
）
享
和
元
辛
酉
年
八
月
晦
日
、
御
医
師
御
撰
の
儀
に
付
、
申
上
方
も
可
有
の
処
、
不
行
届
儀
不
束
の
事
に
候
。
依
て
差
控
被
仰
付
旨
、

安
藤
対
馬
守
殿
御
書
付
を
以
被
仰
渡
、
同
十
月
廿
日
差
控
被
成
御
免
、
翌
廿
一
日
思
召
有
之
奥
御
医
師
御
免
、
若
年
寄
支
配
寄
合
被
仰
付
旨
、

於
御
右
筆
部
屋
頬
、
安
藤
対
馬
守
名
代
、
山
崎
宗
運
江
被
仰
渡
、
医
学
館
の
儀
者
是
迄
の
通
相
心
得
可
申
旨
、
井
伊
兵
部
少
輔
殿
御
書
付
を

（
口
語
訳
）
享
和
元
年
八
月
三
十
日
、
（
幕
府
）
御
医
師
ご
選
考
の
件
に
つ
き
、
ほ
か
に
適
当
な
申
し
上
げ
よ
う
も
あ
る
は
ず
の
場
合
に
、
不

注
意
が
あ
っ
た
の
は
軽
率
な
こ
と
で
あ
る
。
よ
っ
て
差
し
控
え
を
拝
命
す
る
趣
旨
を
（
老
中
）
安
藤
信
成
殿
よ
り
書
面
で
命
ぜ
ら
れ
、
同
年
十

月
二
十
日
に
差
し
控
え
を
赦
免
さ
れ
、
翌
十
月
二
十
一
日
（
将
軍
の
）
ご
意
向
が
あ
り
、
奥
医
師
を
罷
免
さ
れ
若
年
寄
支
配
下
の
寄
合
医
師
に

任
命
さ
れ
る
趣
旨
を
、
祐
筆
部
屋
頬
に
お
い
て
（
老
中
）
安
藤
信
成
の
名
代
か
ら
山
崎
宗
運
へ
命
ぜ
ら
れ
、
医
学
館
の
こ
と
は
従
来
ど
お
り
に

理
解
し
て
取
り
計
ら
っ
て
よ
い
趣
旨
を
（
西
の
丸
若
年
寄
）
井
伊
直
朗
殿
か
ら
書
面
で
命
ぜ
ら
れ
た
。

（
７
）

⑦
栗
本
鋤
雲
『
鞄
庵
十
種
』
ｌ
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
三
刊

（
原
文
）
此
人
頗
る
気
慨
あ
り
し
か
は
、
曽
て
医
官
の
撰
挙
に
己
が
薦
め
し
人
の
挙
ら
れ
ず
、
後
宮
の
援
引
を
以
て
或
る
無
能
者
の
出
た
れ

は
、
直
に
建
言
し
て
其
非
を
述
へ
た
る
に
因
り
、
上
旨
に
杵
ら
ひ
、
廃
せ
ら
れ
て
外
班
と
な
り
、
百
日
間
閉
居
せ
し
其
中
に
、
医
謄
の
著
述

以
被
仰
渡
。

は
、
直
』

あ
り
し
。

（
口
語
訳
）
こ
の
人
は
非
常
に
気
慨
が
あ
っ
た
の
で
、
以
前
、
医
官
の
選
任
に
自
分
が
推
薦
し
た
人
が
選
ば
れ
ず
、
大
奥
の
引
き
立
て
に
ょ
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こ
れ
以
降
の
資
料
は
以
上
を
典
拠
と
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
挙
げ
な
い
。
掲
出
し
た
も
の
の
う
ち
で
も
、
人
口
に
膳
炎
し
た
⑤

が
②
に
依
拠
し
た
表
現
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

各
説
を
検
討
し
て
ゆ
く
と
、
④
が
や
や
他
と
異
な
る
が
、
幕
府
の
医
師
の
人
選
に
関
し
て
元
簡
と
幕
府
上
層
部
が
意
見
を
異
に
し
た
と
す

る
点
で
は
①
～
⑦
に
共
通
し
て
い
る
。

一
方
、
資
料
の
信
葱
性
か
ら
言
う
と
、
後
代
の
編
蟇
物
で
あ
る
⑤
は
ま
ず
除
外
し
て
よ
い
。

②
③
は
元
簡
死
後
ま
も
な
く
の
撰
文
と
考
え
ら
れ
る
上
に
、
こ
う
し
た
後
代
に
伝
わ
る
刻
石
の
文
が
ふ
つ
う
遺
族
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
情

報
に
よ
っ
て
撰
文
さ
れ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
（
無
論
こ
れ
に
よ
る
若
干
の
美
化
・
曲
筆
は
免
れ
な
い
と
し
て
も
）
、
や
は
り
信
拠
す
べ
き
で
あ
る
。

①
は
あ
く
ま
で
風
聞
と
い
う
性
格
の
も
の
で
あ
る
が
、
失
脚
か
ら
最
も
時
間
的
に
近
い
元
簡
在
世
中
の
文
化
五
年
の
記
事
で
あ
る
こ
と
が

貴
重
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
将
軍
家
斉
の
実
父
と
し
て
幕
政
に
大
き
な
影
響
力
を
も
っ
た
と
さ
れ
る
一
橋
治
済
（
一
七
五
一
～
一
八
二
七
）
と

の
関
係
悪
化
を
伝
え
る
記
事
が
注
目
さ
れ
る
。
治
績
を
あ
げ
つ
つ
あ
っ
た
松
平
定
信
の
老
中
首
座
罷
免
の
理
由
を
、
尊
号
事
件
（
光
格
帝
の
実

父
に
上
皇
号
を
贈
り
、
将
軍
の
実
父
一
橋
治
済
を
大
御
所
に
叙
す
と
い
う
朝
幕
間
の
案
件
。
定
信
が
前
例
の
無
い
こ
と
を
理
由
に
反
対
し
た
と
さ
れ
る
。
）

に
よ
っ
て
一
橋
治
済
の
怨
み
を
買
っ
た
た
め
と
す
る
説
も
古
く
か
ら
あ
る
く
ら
い
で
あ
る
（
栗
本
鋤
雲
詞
庵
遺
稿
」
「
白
川
楽
翁
侯
の
断
決
」

な
ど
）
。
ま
し
て
奥
医
師
ひ
と
り
の
罷
免
な
ど
容
易
な
こ
と
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

（
８
）

④
は
元
簡
失
脚
当
時
『
著
者
は
江
戸
に
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
成
書
が
約
三
十
年
後
で
あ
る
事
に
や
や
問
題
が
あ
る
。
こ
の
類
話
が
『
よ

（
９
）

し
の
冊
子
」
第
六
十
四
回
呈
覧
（
寛
政
元
年
に
山
崎
宗
運
が
奥
医
師
か
ら
寄
合
に
降
格
さ
れ
た
時
の
橘
宗
仙
院
の
言
）
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
ほ
か

っ
て
或
る
無
能
者
が
選
出
さ
れ
た
と
き
、
す
ぐ
に
意
見
を
上
申
し
て
そ
の
人
事
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
た
め
に
、
お
上
の
ご
意
思
に

背
き
、
（
奥
医
師
を
）
辞
め
さ
せ
ら
れ
て
表
番
医
と
な
り
、
百
日
間
、
家
に
閉
じ
篭
っ
て
い
た
そ
の
問
に
『
医
謄
』
の
著
述
が
あ
っ
た
。

三
、
諸
説
の
検
討
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（
Ⅱ
）
（
蛇
）
（
過
）

元
簡
が
反
対
し
た
詮
衡
対
象
は
前
述
の
と
お
り
で
、
今
ひ
と
つ
は
っ
き
り
し
な
い
。
そ
こ
で
『
徳
川
実
紀
」
『
武
鑑
』
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』

等
に
よ
っ
て
元
簡
失
脚
前
後
の
医
官
人
事
を
見
て
お
き
た
い
。

享
和
元
年
（
一
八
○
一
）
の
前
年
・
寛
政
十
二
年
（
一
八
○
○
）
に
は
、
十
一
月
十
三
日
に
小
普
請
医
師
（
小
石
川
養
生
所
付
き
）
の
村
岡
玄

超
良
亮
が
表
番
医
師
に
昇
任
し
、
十
二
月
十
六
日
に
は
奥
医
師
の
広
井
宗
寿
盈
顕
・
笠
原
養
玄
正
寿
の
法
眼
叙
任
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
人

事
は
後
述
す
る
よ
う
に
す
べ
て
元
簡
の
答
申
ど
お
り
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

享
和
元
年
（
二
月
五
日
改
元
）
に
入
る
と
、
次
の
昇
降
が
あ
る
。

（
旧
）

⑦
は
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
て
元
簡
伝
の
一
材
料
と
な
っ
て
き
た
が
、
細
か
な
点
で
正
確
さ
を
欠
く
よ
う
で
あ
る
。
「
百
日
間
閉
居
」
は
、
⑥

に
よ
れ
ば
実
際
に
は
八
月
三
十
日
に
下
さ
れ
た
処
分
が
十
月
二
十
日
に
許
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
「
閉
居
」
で
は
な
く
「
差
控
」
で
あ
っ
て
、

正
確
に
は
「
差
控
五
十
日
」
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
差
控
は
昼
で
も
潜
り
門
か
ら
目
立
た
ぬ
よ
う
に
出
入
り
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
、
遠
慮
・

逼
塞
・
閉
門
・
蟄
居
よ
り
軽
い
処
分
で
あ
っ
た
（
国
史
大
辞
典
二
。
処
分
決
定
ま
で
出
仕
を
控
え
自
宅
謹
慎
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

次
に
着
目
す
べ
き
は
詮
衡
対
象
と
な
っ
た
医
師
の
身
分
で
あ
る
。
表
現
は
①
⑤
⑦
が
「
医
官
」
、
②
が
「
医
士
」
、
③
が
「
医
」
、
④
が
「
奥

医
師
」
、
⑥
が
「
御
医
師
」
。
②
は
医
学
生
を
指
す
可
能
性
も
あ
る
（
も
し
そ
う
な
ら
前
年
に
始
ま
っ
た
医
学
館
の
考
試
の
こ
と
も
考
慮
す
る
必
要
が

あ
る
）
が
、
官
吏
選
任
を
意
味
す
る
「
詮
選
」
の
語
と
と
も
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り
幕
府
医
官
を
指
す
と
見
て
よ
い
。
③
の
「
選

事
」
の
語
も
同
様
で
あ
る
。
④
の
み
が
役
職
名
を
明
示
し
て
い
る
。

も
信
葱
性
が
高
い
。

の
機
会
の
逸
話
が
混
入
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

⑥
は
多
紀
家
か
ら
幕
府
に
提
出
さ
れ
た
公
文
書
（
も
し
く
は
多
紀
家
に
残
し
た
そ
の
副
本
）
に
基
づ
く
と
み
ら
れ
る
の
で
、
時
代
は
下
る
が
最

四
、
享
和
元
年
の
医
官
人
事
の
概
観
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三
月
九
日
ｌ
西
の
丸
奥
医
師
法
眼
・
小
森
西
育
章
以
、
世
子
家
慶
の
尚
薬
（
御
匙
）
に
昇
任
。

四
月
二
十
五
日
ｌ
奥
詰
医
師
兼
二
の
丸
製
薬
所
掛
・
峯
岸
春
庵
瑞
興
、
奥
医
師
に
昇
任
。

四
月
二
十
五
日
ｌ
御
目
見
医
師
・
柴
田
玄
養
（
元
泰
と
改
称
）
、
西
の
丸
奥
医
師
に
登
用
さ
れ
る
。

五
月
二
十
二
日
ｌ
寄
合
医
師
千
田
玄
知
恭
副
、
奥
詰
医
師
に
昇
任
。

五
月
二
十
二
日
ｌ
表
番
医
師
坂
真
庵
宗
之
、
奥
詰
医
師
に
昇
任
。

八
月
三
十
日
ｌ
奥
医
師
・
峯
岸
舂
庵
瑞
興
、
寄
合
医
師
に
降
格
。

十
月
八
日
ｌ
寄
合
医
師
・
杉
浦
玄
徳
安
定
、
奥
医
師
に
昇
任
。

十
月
二
十
一
日
ｌ
奥
医
師
・
多
紀
元
簡
、
（
「
御
盧
に
応
ぜ
ず
」
）
寄
合
医
師
に
降
格
。

十
二
月
六
日
ｌ
表
番
医
師
・
中
川
隆
玄
瑞
春
（
専
庵
と
改
称
）
、
奥
医
師
に
昇
任
。

『
武
鑑
』
を
み
て
ゆ
く
と
、
寛
政
十
一
年
版
に
十
二
人
載
っ
て
い
た
本
丸
奥
医
師
が
翌
十
二
年
に
は
五
人
に
な
る
の
が
、
こ
の
前
後
の
大
き

な
変
動
で
あ
る
。
異
動
の
背
景
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
時
期
、
奥
医
師
異
動
の
主
因
は
元
服
し
た
将
軍
世
子
家
慶
の
西
の
丸
移
住
で
あ
る

（
寛
政
九
年
四
月
二
十
一
日
）
。
い
ま
だ
五
歳
の
家
慶
に
は
本
丸
か
ら
家
慶
附
き
の
小
児
科
奥
医
師
た
ち
が
つ
き
従
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

こ
こ
で
事
の
詳
細
を
徴
し
う
る
新
資
料
を
提
出
し
た
い
。
慶
應
義
塾
大
学
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
に
所
蔵
さ
れ
る
富
士
川
文
庫
本
『
寛
政
庚

申
御
用
留
記
』
一
冊
で
あ
る
。
本
書
は
寛
政
十
二
年
（
一
八
○
○
）
中
に
医
官
・
医
学
館
・
医
書
な
ど
幕
府
の
医
事
に
関
し
て
、
多
紀
元
簡
が

単
独
で
、
も
し
く
は
同
じ
く
医
学
館
世
話
役
・
奥
医
師
法
眼
の
吉
田
快
庵
と
の
連
名
で
、
幕
府
要
路
（
老
中
ｌ
松
平
伊
豆
守
信
明
、
若
年
寄
ｌ
堀

田
摂
津
守
正
敦
・
立
花
出
雲
守
種
周
・
京
極
備
前
守
高
久
、
側
御
用
取
次
ｌ
平
岡
美
濃
守
頼
長
・
高
井
飛
騨
守
渭
寅
ら
）
に
提
出
さ
れ
た
上
申
書
の
控

る
0

五
、
多
紀
元
簡
「
御
用
留
記
」
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え
で
あ
る
。
数
え
方
に
も
よ
る
が
三
十
八
件
の
文
書
か
ら
な
る
。
筆
跡
か
ら
元
簡
の
自
筆
か
と
見
ら
れ
、
信
葱
性
の
高
い
資
料
で
あ
る
。

前
述
の
、
村
岡
玄
超
の
表
番
医
師
任
命
（
十
一
月
十
三
日
）
の
際
に
は
事
前
の
問
い
合
わ
せ
に
対
し
て
十
月
七
日
に
元
簡
か
ら
京
極
高
久
へ

「
格
別
才
気
は
無
御
座
候
へ
共
、
人
物
も
篤
実
に
て
家
業
出
精
」
と
の
承
認
が
な
さ
れ
、
十
二
月
十
六
日
の
広
井
宗
寿
・
笠
原
養
玄
の
法
眼
叙

爵
に
は
十
一
月
十
日
に
元
簡
・
快
庵
か
ら
頭
取
岡
村
丹
後
守
へ
広
井
・
笠
原
の
法
眼
推
挙
を
願
い
出
が
な
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
時
期
、
元
簡

が
快
庵
の
補
助
を
得
つ
つ
医
官
人
事
を
実
質
的
に
掌
握
し
て
い
た
さ
ま
が
う
か
が
え
る
。

さ
ら
に
み
て
ゆ
く
と
元
簡
失
脚
の
原
因
を
な
し
た
と
見
ら
れ
る
文
書
が
あ
る
。
十
一
月
十
日
か
ら
十
二
月
二
日
に
か
け
て
三
回
四
通
に
わ

た
り
提
出
さ
れ
た
、
橘
宗
仙
院
・
多
紀
元
惠
の
後
任
と
な
る
奥
医
師
の
人
事
で
あ
る
。

前
述
の
ご
と
く
寛
政
九
年
の
段
階
で
本
丸
奥
医
師
は
次
の
十
三
人
で
あ
っ
た
も
の
が
、

●
山
添
宗
允
直
辰
（
煕
春
院
法
印
）

●
山
添
宗
允
直
辰
（
煕

○
橘
隆
庵
元
周
（
宗
仙

○
多
紀
安
元
元
恵
（
永

○
吉
田
快
庵
頼
幹
（
坂
《

○
栗
本
瑞
見
昌
減
（
藍

○
山
本
宗
英
惟
直
（
藍

○
多
紀
安
長
元
簡
（
蔭

○
橘
隆
庵
元
春
（
法
眼
）

●
篠
崎
朴
庵
長
正
（
蔭

●
太
田
元
達
惟
能
（
蔭

●
木
村
玄
長
炳
虎
（
蔭

（
宗
仙
院
法
印
）

（
法
眼
）

（
法
眼
）

（
法
眼
）

（
永
寿
院
法
印
）

（
坂
盛
方
院
・
法
眼
）

（
法
眼
）

（
法
眼
）

（
法
眼
）
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●
小
野
西
育
章
以
（
法
眼
）

世
子
家
慶
の
西
の
丸
移
住
に
伴
い
●
を
付
し
た
六
人
が
西
の
丸
奥
医
師
に
は
じ
め
兼
勤
の
ち
に
専
属
と
な
り
、
さ
ら
に
寛
政
十
年
八
月
二

十
九
日
に
橘
宗
仙
院
が
七
十
一
歳
で
、
同
十
一
年
七
月
二
十
六
日
に
多
紀
元
恵
が
六
十
八
歳
で
老
齢
を
以
て
辞
し
、
寛
政
十
二
年
の
時
点
で

本
丸
奥
医
師
は
五
人
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
後
任
の
任
命
を
願
い
出
た
と
こ
ろ
、
し
か
る
べ
き
候
補
を
上
申
す
る
よ
う
に
申
し
渡
さ
れ

た
た
め
、
多
紀
元
簡
・
吉
田
快
庵
の
連
名
で
次
の
三
人
を
推
挙
し
た
。

曲
直
瀬
養
安
院
（
名
は
正
山
）
、
五
十
一
歳
、
奥
詰
医
師
・
二
の
丸
製
薬
所
掛

杉
本
仲
温
（
名
は
良
、
別
号
は
樗
園
）
、
四
十
歳
、
奥
詰
医
師
・
医
学
館
講
書
役

千
田
玄
知
（
名
は
恭
副
、
字
は
子
敬
、
別
号
は
崇
山
）
、
四
十
一
歳
、
寄
合
医
師
・
医
学
館
講
言
役

そ
の
上
に
別
紙
を
添
え
て
、
各
人
の
特
筆
す
べ
き
点
は
曲
直
瀬
養
安
院
は
人
柄
、
杉
本
仲
温
は
学
術
、
千
田
玄
知
は
両
者
の
中
間
と
評
価

し
、
出
来
れ
ば
曲
直
瀬
・
杉
本
の
奥
医
師
任
命
を
希
望
す
る
と
述
べ
た
。
こ
れ
が
十
一
月
十
日
の
上
申
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
こ
れ
は
や
や
無
理
な
人
選
と
周
囲
に
は
映
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
杉
本
仲
温
は
と
も
か
く
、
曲
直
瀬
養
安
院
は
先
に
寛
政

元
年
（
一
七
八
九
）
五
月
十
六
日
に
治
療
実
績
不
足
の
た
め
に
奥
医
師
か
ら
寄
合
医
師
に
降
格
さ
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
『
徳
川
実

し
か

紀
」
）
。
元
簡
の
上
申
書
中
に
す
ら
「
病
人
取
扱
方
少
ク
、
手
練
之
程
、
碇
と
ハ
不
仕
候
へ
共
、
大
抵
ハ
相
心
得
罷
在
候
哉
二
奉
存
候
」
と
の
言

が
見
え
て
い
る
ほ
ど
で
、
こ
の
よ
う
な
人
物
を
推
挙
す
る
元
簡
の
無
責
任
を
問
う
声
が
上
が
っ
て
も
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

余
談
に
亘
る
が
、
元
簡
が
曲
直
瀬
養
安
院
を
あ
え
て
推
挙
す
る
理
由
を
付
度
す
れ
ば
、
最
高
家
格
で
高
禄
の
半
井
・
今
大
路
両
典
薬
頭
や

そ
れ
に
次
ぐ
吉
田
意
安
法
印
・
竹
田
刑
部
法
印
を
抑
え
、
医
学
館
に
拠
っ
た
医
官
支
配
体
制
を
継
続
・
安
定
さ
せ
る
た
め
に
は
、
曲
直
瀬
養

安
院
の
よ
う
な
家
格
・
禄
高
（
一
九
○
○
石
）
を
備
え
た
も
の
の
協
力
を
必
要
と
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
（
こ
の
点
で
最
高
禄
二
○
○
○
石
の

久
志
本
左
京
家
や
二
○
○
石
の
数
原
通
玄
家
の
存
在
も
同
様
で
あ
る
）
。

●
伊
東
高
益
至
義
（
法
眼
）
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要
約
し
て
示
そ
う
。

十
一
月
十
日
の
上
申
に
は
す
ぐ
に
異
論
が
挟
ま
れ
た
。
そ
の
文
面
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
元
簡
の
反
論
か
ら
推
定
は
可
能
で
あ
る
。
異
議

は
、
杉
浦
玄
徳
こ
そ
学
術
優
等
で
後
任
に
ふ
さ
わ
し
い
と
い
う
別
な
内
容
の
上
申
と
し
て
、
同
僚
医
官
の
中
か
ら
上
が
っ
た
。
杉
浦
の
任
官

自
体
、
元
簡
に
は
座
視
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
異
議
ｌ
元
簡
の
意
に
副
わ
な
い
人
選
ｌ
が
同
僚
中
か
ら
あ
が
っ
た
事
態
に
元
簡

は
危
機
感
を
強
め
た
。
早
速
、
杉
浦
の
非
を
あ
げ
つ
ら
っ
た
文
書
が
十
一
月
二
十
四
日
に
側
御
用
取
次
・
高
井
清
寅
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。

〈
元
簡
の
弁
明
〉
杉
浦
の
有
能
は
否
定
で
き
な
い
か
ら
、
今
度
も
推
挙
を
考
え
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
以
前
、
目
黒
道
琢
の
後
任
の
講
師

候
補
と
し
て
杉
浦
を
聞
き
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
許
可
さ
れ
ず
、
杉
本
仲
温
を
任
命
し
た
経
緯
が
あ
る
の
で
、
一
度
処
罰
さ
れ
た
者
の
推
挙

は
遠
慮
す
べ
き
か
と
考
え
た
次
第
で
あ
る
。
人
柄
を
度
外
視
し
て
技
能
で
採
用
す
る
と
な
れ
ば
異
存
は
な
い
が
、
奥
医
師
と
な
っ
た
後

に
自
覚
し
て
身
を
慎
む
か
、
却
っ
て
不
正
を
助
長
す
る
か
は
保
障
の
限
り
で
は
な
い
。
父
元
恵
と
の
い
き
さ
つ
を
根
に
持
っ
て
、
あ
た

ら
良
医
を
推
挙
し
な
い
の
だ
と
思
わ
れ
て
は
心
外
な
の
で
委
細
を
上
申
す
る
の
で
あ
る
。

側
御
用
取
次
・
高
井
清
寅
へ
の
弁
明
書
提
出
の
翌
十
一
月
二
十
五
日
、
さ
ら
に
若
年
寄
・
堀
田
正
敦
に
直
々
に
面
会
し
て
同
様
の
弁
明
を

〈
杉
浦
免
職
の
次
第
〉
杉
浦
は
元
来
、
父
多
紀
元
恵
が
そ
の
有
能
を
上
申
し
て
医
学
館
世
話
役
・
奥
詰
医
師
に
昇
進
さ
せ
た
者
で
あ
る
。

し
か
る
に
杉
浦
は
、
官
立
化
ま
も
な
い
寛
政
四
年
に
元
惠
の
医
学
館
経
営
に
不
正
あ
り
と
目
付
役
に
蓋
し
、
そ
れ
を
受
け
て
俗
事
役
の

交
代
や
経
理
の
厳
格
化
が
行
わ
れ
た
。
突
然
の
事
態
を
飲
み
込
み
か
ね
た
元
恵
は
当
惑
し
た
が
、
世
話
役
吉
田
快
庵
が
元
恵
に
、
こ
れ

は
杉
浦
が
医
学
館
主
の
座
を
狙
っ
て
画
策
し
た
こ
と
で
あ
る
と
暴
い
た
た
め
、
元
恵
は
内
々
に
側
御
用
取
次
の
加
納
久
周
や
若
年
寄
の

堀
田
正
敦
に
事
情
を
釈
明
し
事
態
収
拾
を
図
っ
た
。
老
中
の
松
平
定
信
の
耳
に
も
達
し
、
杉
浦
の
免
職
が
審
議
さ
れ
た
が
、
元
惠
の
と

り
な
し
に
よ
り
杉
浦
は
免
職
を
免
れ
た
。
そ
の
後
、
寛
政
五
年
秋
（
九
月
二
十
六
日
）
の
医
学
館
薬
品
会
の
折
、
渋
江
長
伯
出
品
の
薬
品

を
杉
浦
が
借
り
て
無
断
で
使
用
し
た
等
の
不
祥
事
が
あ
っ
た
た
め
、
つ
い
に
杉
浦
は
医
学
館
世
話
役
・
奥
詰
医
師
を
罷
免
さ
れ
る
に
至

ヘ
ゾ
ア
ー
Ｏ

）
言
芋
ノ
ハ
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な
し
た
う
え
で
、
次
の
点
を
強
調
し
た
。

〈
元
簡
の
陳
情
〉
先
に
杉
浦
の
画
策
を
暴
露
し
た
の
は
吉
田
快
庵
で
あ
っ
た
の
に
、
今
回
は
却
っ
て
そ
の
吉
田
が
杉
浦
を
推
挙
し
て
い

る
。
不
可
解
な
事
態
で
あ
る
が
、
自
分
と
し
て
は
祖
父
・
父
以
来
、
粉
骨
砕
身
し
て
き
た
医
学
館
を
、
せ
っ
か
く
学
校
組
織
が
整
備
さ

れ
て
き
た
今
日
、
な
ん
の
落
ち
度
も
な
く
み
す
み
す
好
計
に
よ
っ
て
他
人
に
奪
わ
れ
る
の
は
忍
び
な
い
こ
と
で
あ
る
。

多
紀
と
二
人
三
脚
で
あ
る
か
に
見
え
る
吉
田
快
庵
が
実
は
な
か
な
か
の
策
士
で
、
医
学
館
主
の
座
を
狙
っ
て
い
る
の
だ
と
元
簡
は
暗
に
訴

え
て
い
る
の
で
あ
る
。
内
通
・
密
告
が
錯
綜
す
る
赤
裸
々
な
権
力
闘
争
の
内
幕
で
あ
る
。
こ
れ
自
体
、
草
創
期
の
医
学
館
の
裏
面
史
と
し
て

記
録
さ
れ
る
べ
き
こ
と
だ
が
、
そ
れ
と
同
時
に
「
俗
事
役
の
交
代
や
経
理
の
厳
格
化
」
と
い
っ
た
従
来
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
い
事
実
が

判
明
し
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
き
た
医
学
館
の
関
係
資
料
や
沿
革
の
意
義
が
逆
に
浮
き
彫
り
に
な
る
こ
と
に
着
目
し
た
い
。

判
明
し
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
』

こ
の
点
は
次
節
に
後
述
す
る
。

懸
命
の
抗
弁
に
も
か
か
わ
ら
ず
元
簡
の
推
挙
は
聴
許
さ
れ
ず
、
元
簡
は
亀
井
壱
岐
守
か
ら
先
の
三
人
（
及
び
杉
浦
を
含
め
て
四
人
）
以
外
の

指
名
を
求
め
ら
れ
た
。
や
む
を
得
ず
元
簡
は
十
二
月
二
日
に
吉
田
と
連
名
で
次
の
二
名
を
推
薦
し
た
。

中
川
隆
玄
瑞
春
、
四
十
六
歳
、
表
番
医
師

余
語
良
仙
瑞
成
、
四
十
九
歳
、
表
番
医
師

し
か
し
な
が
ら
「
医
学
治
術
之
修
行
は
甚
薄
」
、
「
御
実
用
之
処
ハ
無
覚
束
」
と
い
う
否
定
的
な
文
言
が
並
ぶ
甚
だ
推
挙
状
ら
し
か
ら
ぬ
書

面
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
別
紙
を
添
え
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。

目
下
、
曲
直
瀬
・
杉
本
・
千
田
・
杉
浦
以
外
に
適
当
な
候
補
は
な
い
。
自
分
が
推
し
た
曲
直
瀬
（
治
療
実
績
不
足
）
・
杉
本
（
経
験
不
足
）
、
吉

田
快
庵
が
推
し
た
杉
浦
（
人
柄
）
に
い
ず
れ
も
暇
が
あ
る
た
め
、
ほ
か
の
人
選
を
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
な
ら
千
田
が
適
任
で
あ

る
、
と
。

兀
簡
は
苦
境
に
立
た
さ
れ
、
や
や
判
断
力
を
欠
い
て
い
た
か
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
投
げ
や
り
な
推
挙
が
通
る
は
ず
も
な
か
っ
た
が
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杉
浦
玄
徳
に
つ
い
て
は
『
よ
し
の
冊
子
』
に
天
明
七
年
～
寛
政
五
年
ご
ろ
の
風
聞
が
、
中
川
隆
玄
に
つ
い
て
は
寛
政
六
年
の
医
学
考
試
の

（
Ｍ
）
（
鴫
）

記
録
に
試
験
結
果
等
が
見
え
て
い
る
。
前
者
に
は
著
者
の
拙
槁
あ
り
、
後
者
に
は
戸
出
の
論
文
が
あ
る
の
で
詳
細
は
省
略
に
従
う
が
、
杉
浦

は
「
人
の
本
を
売
る
」
「
術
中
に
人
を
落
と
す
」
姦
曲
な
人
物
だ
が
学
問
に
関
し
て
は
元
簡
と
当
代
双
壁
で
あ
る
と
さ
れ
、
『
御
用
留
記
』
の

元
簡
の
所
記
と
軌
を
一
に
す
る
。
中
川
は
試
問
五
問
中
、
五
段
階
評
価
で
四
が
一
つ
、
三
が
一
つ
、
二
が
二
つ
、
一
が
一
つ
で
、
「
経
験
を
積

み
努
力
は
し
て
い
る
が
到
達
度
は
低
い
」
と
評
さ
れ
、
決
し
て
良
好
な
成
績
で
は
な
か
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
奥
医
師
・
法
印
に
ま
で
昇

進
し
て
い
る
。
二
‐
⑦
に
言
う
「
後
宮
の
援
引
を
以
て
或
る
無
能
者
の
出
た
」
（
栗
本
鋤
雲
）
と
は
、
有
能
な
杉
浦
に
は
不
適
当
で
、
中
川
の
こ

と
を
指
す
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
。

『
御
用
留
記
」
の
奥
医
師
推
挙
の
記
事
は
こ
こ
で
終
わ
っ
て
お
り
、
翌
年
の
元
簡
失
脚
に
い
た
る
さ
ら
に
緊
迫
し
た
に
相
違
な
い
事
情
は
不

明
で
あ
る
。
失
脚
に
は
、
長
く
御
匙
・
医
学
館
主
を
勤
め
人
望
厚
い
父
元
恵
の
病
没
（
享
和
元
年
五
月
十
日
）
も
追
い
討
ち
を
か
け
た
と
見
ら

れ
る
。
元
簡
は
学
問
的
に
優
れ
た
が
人
柄
・
人
望
で
父
に
及
ば
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
（
「
よ
し
の
冊
子
』
な
ど
）
。
後
ろ
盾
の
父
を
亡
く
し
た
影

響
は
、
四
面
楚
歌
の
元
簡
に
と
っ
て
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
先
に
見
た
と
お
り
元
簡
の
失
脚
と
入
れ
替
わ
り
に
奥
医
師
に
任
官
す
る
人
物
が
杉
浦
玄
徳
・
中
川
隆
玄
で
あ
る
こ
と
と
、

『
御
用
留
記
』
に
見
る
元
簡
の
両
人
へ
の
否
定
的
な
評
価
か
ら
見
て
、
杉
浦
玄
徳
・
中
川
隆
玄
の
任
官
を
批
判
し
た
こ
と
が
元
簡
失
脚
の
原
因

を
な
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

紀
家
系
譜
」
）
。

こ
の
文
面
が
無
礼
な
言
い
よ
う
と
受
け
止
め
ら
れ
る
こ
と
に
気
づ
か
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
に
二
‐
⑥
に
掲
げ
た
と
お
り
、
翌
年
八
月

三
十
日
の
処
分
に
は
果
た
し
て
「
御
医
師
御
撰
の
儀
に
付
、
申
上
方
も
可
有
之
処
、
不
行
届
儀
、
不
束
の
事
に
候
」
と
あ
っ
た
の
で
あ
る
今
多

六
、
考
察
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こ
の
批
判
噴
出
に
対
し
て
幕
府
は
、
こ
の
年
六
月
十
一
日
に
目
付
（
中
川
勘
三
郎
・
間
宮
諸
左
衛
門
）
、
徒
目
付
（
萩
原
藤
十
郎
・
山
本
庄
左
衛

門
）
、
小
人
目
付
（
深
山
宇
平
太
・
片
山
善
右
衛
門
）
を
医
学
館
担
当
と
し
て
任
命
し
、
俗
事
役
も
小
身
の
幕
臣
二
名
（
山
上
藤
兵
衛
・
山
田
孫
右

衛
門
）
に
交
替
せ
し
め
た
（
「
医
学
館
要
秘
録
」
）
。

こ
れ
ま
で
の
多
紀
氏
の
医
学
館
維
持
の
た
め
の
粉
骨
砕
身
は
、
人
の
広
く
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
多
紀
氏
の
私
塾
を
官
立

学
校
に
改
組
す
る
以
上
、
そ
の
適
切
な
管
理
・
運
営
の
た
め
の
機
構
改
正
は
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
範
囲
に
お
い
て
学
事
責
任
者
と
し
て
の

膳
寿
館
セ
話
役
、
安
長
・
宗
英
・
快
庵
・
玄
徳
四
人
へ
被
仰
付
候
処
、
安
長
・
宗
英
両
人
二
て
密
談
致
し
候
て
取
計
ひ
、
其
上
安
長
弟

子
に
一
人
掛
り
の
者
有
之
、
右
之
者
一
人
二
て
金
子
等
の
事
取
扱
ひ
、
施
薬
料
杯
上
よ
り
出
候
て
も
一
向
割
符
も
不
仕
、
自
分
の
放
蕩

っ
か
ひ
一
一
仕
候
由
。
右
之
趣
故
、
快
庵
・
玄
徳
杯
甚
ふ
づ
く
ミ
、
彼
是
と
内
々
申
居
り
候
由
。
尤
講
尺
ハ
安
長
へ
大
勢
聴
徒
出
候
へ
共
、

是
も
は
む
き
ニ
付
出
候
も
の
多
候
由
。
立
助
杯
へ
は
聴
徒
甚
少
く
御
ざ
候
由
。
い
づ
れ
多
紀
家
事
不
取
〆
故
、
官
事
も
き
ま
り
申
間
敷

と
さ
た
仕
候
よ
し
。
（
百
五
十
三
回
呈
覧
、
寛
政
四
年
五
月
二
十
九
日
～
）

多
紀
広
寿
院
、
跨
寿
館
へ
御
目
付
か
か
り
被
仰
付
を
、
甚
服
し
不
申
由
。
此
方
ハ
明
白
じ
ゃ
ニ
上
で
御
疑
な
さ
る
。
尤
御
目
付
は
両
人

共
至
極
呑
込
が
よ
い
が
、
其
下
の
御
徒
目
付
共
杯
が
う
る
さ
い
。
い
け
ぬ
事
じ
ゃ
と
独
言
を
申
居
候
よ
し
。
（
同
上
）

前
者
が
多
紀
氏
の
専
横
と
医
学
館
の
官
制
未
確
立
を
い
い
、
後
者
が
医
学
館
担
当
の
目
付
配
属
を
い
う
。
医
学
館
は
こ
れ
ま
で
（
寛
政
四
年

六
月
以
前
）
担
当
の
目
付
を
置
い
て
お
ら
ず
、
俗
事
役
（
経
理
担
当
）
も
門
人
に
多
紀
が
自
分
で
手
当
て
を
出
し
て
担
当
さ
せ
て
い
た
（
『
医
学

（
脇
）

館
要
秘
録
』
）
。
経
済
的
負
担
に
耐
え
て
長
年
独
力
で
経
営
に
当
っ
て
き
た
多
紀
氏
に
と
っ
て
は
従
来
ど
お
り
当
然
の
こ
と
を
し
て
い
る
ま
で

で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
官
制
改
正
に
よ
り
世
話
役
を
拝
命
し
た
以
上
、
多
紀
氏
と
同
等
の
権
限
を
持
つ
と
考
え
た
同
僚
医
官
か
ら
の
上
記
の
批

で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
官
制
改
正
』

判
は
必
至
だ
っ
た
と
も
言
え
る
。

最
後
に
、

は
あ
っ
た
。

杉
浦
の
謹
言
が
医
学
館
運
営
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
す
で
に
『
よ
し
の
冊
子
』
に
も
次
の
よ
う
な
記
事
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と
も
あ
れ
今
回
本
稿
に
取
り
上
げ
た
『
御
用
留
記
」
の
記
事
に
よ
っ
て
、
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
多
紀
氏
・
同
僚
医
官
・
幕
府
要
路

の
間
の
攻
防
の
中
で
、
医
学
館
の
機
構
整
備
が
進
行
し
て
い
っ
た
さ
ま
が
分
か
る
。
ま
た
、
官
立
化
当
初
の
医
学
館
を
知
る
基
本
資
料
た
る

『
医
学
館
要
秘
録
」
が
、
年
初
の
開
講
か
ら
半
年
も
経
た
後
の
目
付
の
任
命
記
事
か
ら
突
然
始
ま
る
わ
け
も
、
こ
の
一
連
の
事
態
の
推
移
を
考

え
合
わ
せ
る
と
よ
く
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
医
学
館
要
秘
録
」
は
、
杉
浦
玄
徳
ら
の
讓
訴
を
契
機
に
幕
府
が
医
学
館
の
経
営

管
理
に
積
極
的
に
乗
り
出
し
た
時
点
か
ら
の
記
録
で
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
学
事
の
記
録
で
あ
る
よ
り
む
し
ろ
経
営
管
理
の
面
を
主
と
し
た
記

（
Ⅳ
）

録
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
本
稿
で
は
多
紀
元
簡
失
脚
の
原
因
が
、
橘
宗
仙
院
・
多
紀
元
鳫
の
後
任
の
奥
医
師
に
元
簡
推
薦
の
曲
直
瀬
養
安
院
・
杉
本
仲
温
が

選
任
さ
れ
ず
、
多
紀
氏
と
は
互
い
に
宿
怨
あ
る
杉
浦
玄
徳
と
学
力
不
十
分
の
中
川
隆
玄
が
推
挙
さ
れ
た
こ
と
に
元
簡
が
抗
議
し
た
た
め
で
あ

る
こ
と
。
さ
ら
に
は
、
杉
浦
玄
徳
の
宿
怨
の
原
因
と
な
っ
た
医
学
館
官
立
化
当
初
の
世
話
役
た
ち
の
権
力
抗
争
と
、
そ
の
混
乱
に
乗
じ
て
実

行
さ
れ
た
幕
府
の
医
学
館
経
営
管
理
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
。

て
多
紀
氏
の
権
能
を
制
限
し
、
小

吉
田
快
庵
の
内
通
が
生
ま
れ
た
。

多
紀
氏
を
事
務
経
理
面
か
ら
あ
る
程
度
分
離
す
る
必
要
が
生
じ
た
。
以
上
の
よ
う
に
幕
政
担
当
者
の
立
場
か
ら
は
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
、
多
紀
氏
の
同
僚
で
あ
る
世
話
役
た
ち
か
ら
見
れ
ば
、
目
下
の
官
制
未
確
立
の
状
態
は
、
多
紀
氏
の
専
横
や
管
理
能
力
欠
如
を
衝
い

て
多
紀
氏
の
権
能
を
制
限
し
、
出
来
う
れ
ば
自
ら
取
っ
て
代
わ
る
恰
好
の
機
会
と
映
っ
た
。
こ
こ
に
杉
浦
玄
徳
の
謹
言
が
生
ま
れ
、
さ
ら
に

し
か
し
な
が
ら
幕
政
当
局
と
し
て
は
、
こ
の
混
乱
を
機
に
機
構
整
備
が
で
き
れ
ば
よ
く
、
多
紀
氏
排
除
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
と
は
思

わ
れ
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
『
御
用
留
記
』
で
見
た
元
簡
の
対
処
は
や
や
過
剰
反
応
で
、
言
辞
不
穏
当
の
上
申
書
が
要
路
の
怒
り
を
買
っ
た

の
は
全
く
逆
効
果
で
あ
っ
た
。
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一
・
三
（
一
九
九
七
～
九
八
）
。

（
蛆
）
富
士
川
瀞
「
皇
国
医
人
伝
」

（
３
）
「
精
里
全
書
』
巻
二
十
（
写
本
・
全
二
十
巻
、
所
見
本
は
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
本
を
底
本
と
す
る
一
九
九
六
刊
・
ぺ
り
か
ん
社
影
印
本
）
・
『
事
実
文

編
」
巻
五
十
二
（
前
出
）
等
に
所
収
。
異
同
な
し

（
４
）
原
本
、
写
本
．
一
冊
。
所
見
本
、
慶
應
義
塾
大
学
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
富
士
川
文
庫
本
。
先
に
竹
岡
友
三
「
医
家
人
名
辞
書
」
一
九
三
一
に
引
用

さ
れ
て
い
る
が
若
干
の
異
同
が
あ
る
。
所
見
本
は
カ
タ
カ
ナ
表
記
、
い
ま
平
仮
名
に
改
め
た
。

（
５
）
三
巻
三
冊
。
影
印
、
名
著
出
版
「
近
世
漢
方
医
学
書
集
成
的
」
一
九
八
三
。

（
６
）
元
治
元
年
二
八
六
四
）
に
多
紀
元
昶
か
ら
幕
府
に
提
出
さ
れ
た
系
譜
。
原
本
は
伝
存
未
詳
。
活
字
翻
刻
、
『
医
談
」
六
三
～
六
五
二
九
○
一
、

雄
松
堂
一
九
八
六
復
刊
）
。
森
潤
三
郎
に
よ
れ
ば
、
多
紀
本
家
伝
来
の
資
料
は
関
東
大
震
災
で
焼
失
し
た
と
さ
れ
（
し
た
が
っ
て
「
多
紀
氏
の
事
蹟
』

で
も
未
見
）
、
原
本
出
現
の
可
能
性
が
低
い
現
在
、
こ
の
活
字
翻
刻
の
史
料
価
値
は
高
い
。

（
７
）
の
ち
に
明
治
三
十
三
年
刊
『
鞄
庵
遺
稿
』
（
東
京
大
学
出
版
会
「
続
日
本
史
籍
協
会
叢
書
」
一
九
七
五
覆
刻
）
に
も
所
収
。

（
８
）
従
来
の
小
島
蕉
園
の
伝
記
研
究
（
『
森
銑
三
著
作
集
」
巻
八
等
）
に
よ
れ
ば
、
蕉
園
は
甲
州
田
中
の
代
官
在
任
（
一
八
○
五
～
○
八
）
と
遠
州
相

良
の
代
官
在
任
（
一
八
二
五
頃
）
期
間
以
外
は
、
江
戸
で
暮
ら
し
た
。

（
９
）
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
・
駒
井
乗
邨
筆
『
鶯
宿
雑
記
」
所
収
。
活
字
翻
刻
、
中
央
公
論
社
「
随
筆
百
花
苑
』
巻
八
、
九
（
一
九
八
○
～
八
二
。

医
家
関
連
記
事
の
み
を
抄
出
し
た
も
の
に
、
拙
稿
「
「
よ
し
の
冊
子
」
医
家
関
連
記
事
（
一
）
（
三
（
三
）
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
」
四
四
‐
四
、
四
五
‐

（
１
）
国
会
図
書
館
所
蔵
。
当
該
箇
所
は
文
化
五
年
夏
、
楓
軒
が
江
戸
滞
在
中
の
風
聞
を
書
き
と
め
た
も
の
。
先
に
森
潤
三
郎
が
『
多
紀
氏
の
事
蹟
」
（
一

九
三
三
・
日
本
医
史
学
会
）
に
引
用
し
て
い
る
。

（
２
）
多
紀
家
の
菩
提
寺
城
官
寺
の
墓
石
の
ほ
か
、
文
政
五
年
序
刊
『
鵬
斎
先
生
文
抄
」
巻
下
（
影
印
、
杉
村
英
治
編
『
亀
田
鵬
斎
詩
文
・
書
画
集
』
三

樹
書
房
・
一
九
八
二
）
・
「
医
家
先
哲
叢
談
」
（
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
所
蔵
、
写
本
四
冊
）
・
『
事
実
文
編
』
巻
五
十
二
（
活
字
、
国
書
刊
行

会
．
一
九
一
○
～
二
・
影
印
、
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
・
一
九
七
九
～
八
二
等
に
所
収
。
当
該
箇
所
、
関
西
大
影
印
が
「
詮
選
」
を
「
詮

撰
」
に
作
る
ほ
か
は
異
同
な
し
。

七、

>王

「
中
外
医
事
新
報
」
二
九
○
二
八
九
二
、
思
文
閣
出
版
「
富
士
川
瀞
著
作
集
』
七
所
収
）
等
。
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（
ｕ
）
「
続
徳
川
実
紀
」
第
一
篇
。
吉
川
弘
文
館
「
新
訂
増
補
国
史
大
系
」
一
九
三
三
。

Ｅ
）
東
洋
書
林
『
江
戸
幕
府
役
職
武
鑑
編
年
集
成
」
一
九
九
六
～
九
九
。
全
三
六
冊
中
、
第
一
八
～
二
○
冊
。

（
過
）
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
四
～
六
六
。

画
）
町
泉
寿
郎
「
医
学
館
の
学
問
形
成
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
」
四
五
（
三
・
四
）
、
四
六
（
二
、
一
九
九
九
～
二
○
○
○
。

Ｅ
）
戸
出
一
郎
「
医
学
館
に
お
け
る
医
学
考
試
に
つ
い
て
」
「
日
本
医
史
学
雑
誌
』
四
八
二
・
三
、
二
○
○
二
。

両
）
原
本
は
文
政
五
年
写
、
石
黒
忠
恵
旧
蔵
・
慶
應
義
塾
大
学
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
富
士
川
文
庫
現
蔵
。
ほ
か
に
、
内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館
大
同
薬

室
文
庫
に
一
本
。
富
士
川
本
を
底
本
と
す
る
活
字
翻
刻
が
、
『
医
史
料
』
六
、
七
号
（
一
八
九
五
～
九
六
）
お
よ
び
「
医
談
」
六
六
～
八
三
号

（
一
九
○
一
～
○
四
）
に
連
載
。
た
だ
し
『
医
史
料
」
七
と
「
医
談
』
六
六
の
間
、
お
よ
び
末
尾
に
欠
落
が
あ
る
。

（
哩
特
に
本
書
の
前
半
は
館
の
経
理
・
維
持
・
管
理
の
内
容
が
主
で
、
後
半
「
多
紀
永
寿
院
伺
申
上
諸
掛
合
井
御
医
師
江
被
仰
渡
」
か
ら
は
講
師
の
人

事
、
講
義
日
程
、
学
業
出
精
者
へ
の
褒
賞
な
ど
学
事
に
わ
た
る
内
容
も
増
え
て
い
る
。

（
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
）



TheBackgroundofTakiMotoyasu'sFall:Regardingthe

CircumstancesoftheNationalizationofthelgakkan

MACHISenjuro,KOSOTOHiroshi,HANAWAToshihiko

Inl803,TakiMotoyasuwasdismissedfromhispositionas"Okuishi"anddemotedtothe

ranksofthe"Yoriaiishi".Scholarsheretoforehavetheorizedonthevariousreasonsfor

Taki'sfall,buttheyhaveyettofullyexaminetheincidentindetail.Thepresentrevisionist

accountplacesTaki'sfallinthecontextofcompetitionandin-fightingbetweenMotoyasu

andSugiuraGentokuoverthepositionof"Okuishi''.Eventually,Motoyasulosthisstanding

inthebakufu,duetoSugiura'smachinations.Furthermore,itisclearthatTaki'sfallisone

partofthelargerstoryofthein-6ghtingbetweenTakiMotoyasu(withTakiMotonori)and

SugiuraGentoku(withYoshidaKaian).Intheend,Sugiura'spoliticalmanueveringsconvin-

cedthebakufutodisposeofMotoyasuandnationalizethemanagementandadministration

ofthelgakkan.

（
雪
爲
）
巾
画
職
抑
等
恕
搾
禦
朴
田
幽
符
、

［
画
面


